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研究成果の概要（和文）：本研究は貧困と森林消失の関係を明らかにするため、バングラデシュ南東部のミャン
マー国境近くに位置するテクナフ半島において調査研究を実施したものである。研究対象地では保全林指定がな
されているものの、森林の減少は進行しており、その主な原因は他の生計手段が乏しい貧困層が林産物を自家
用、転売用に採取することや、土地なし層が保全林内に侵入し、森林を伐採して、居住地設営、キンマ栽培など
の農業、転売用の薪炭材の採取を行っていることが、主な森林減少の要因となっていることが分かった。

研究成果の概要（英文）：This study was conducted in the Teknaf Peninsula located the south-eastern 
corner of Bangladesh bordering Myanmar in order to elucidate the relationship between poverty and 
deforestation. Although the study area has been designated as a protected forest, deforestation has 
been continuously progressing. This study found that causes of deforestation in this area, among 
others, include illegal collection and selling of forest products by the poor segments of population
 in the surrounding area, and the encroachment of landless households into protected areas of 
forests, where they clear the forest and set up homesteads and agricultural fields for betel plants.

研究分野： 環境人類学

キーワード： 森林減少　貧困　国際貢献　文化人類学　林学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 研究代表者のグループでは、バングラデシ
ュと日本の研究者による共同チームによっ
て、バングラデシュ・テクナフ半島の森林消
失に関する研究を 2009 年から実施してきた。  
テクナフ半島の南部の丘陵部はほぼ全域

保全林に指定されているものの、大木の多く
は盗伐され、その後森林局が規制を強化した
こともあって組織的な盗伐は解消したが、大
木はほぼ切り尽くされ、若い木本、灌木、つ
る植物が優勢となっている。残った木も薪炭
材、農業資材に盛んに利用され、本格的な森
林再生はなされていない。 
これまでに明らかになったことは、森林再

生が果たされない原因のひとつは、保全林指
定にもかかわらず数年生の若木が不法に伐
採されていることにある。これらの伐採され
た木材はおもに煮炊き用燃料となる薪と、地
域特産の農産物であるキンマ用の栽培施設
のための資材に利用されている。森林局が効
果的な対策を取っていない、取る意思がない
ことも問題である。その結果、保全林境界内
に継続的に不法な入植が行われており、不法
入植者が森林内に屋敷地を切り開き、農地を
開墾することによって、さらに森林が消失し
ていることがわかった。 
以上のことから、これまでの研究成果はテ

クナフ半島の森林消失問題にかかわる重要
な要素、要因を明らかにしてきたといえる。
そして本研究では、地域全体の森林と集落を
一つのシステム、地域生態系として捉え、資
源生産と消費のバランスから現状の資源利
用形態の持続可能性を評価するとともに、貧
困層の自然資源への相対的依存度から貧困
層の生計を犠牲にしない森林再生の方向性
を検討することとした。 

 
２．研究の目的 
 本研究は、バングラデシュ・テクナフ半島
を研究対象地として、森林消失と貧困の関係
を明らかにするものである。特に、森林消失
における貧困層の役割、森林維持のための方
策による貧困層への影響を、人間を含む地域
生態系の枠組みで明らかにすることを目的
とする。 
発展途上国では貧困層の自然資源への依

存度は高く、貧困層がその生計維持のために
収奪的利用を行った結果、環境劣化につなが
る事例が多い。研究対象地において、森林の
活性度と周辺集落の属性との相関関係、貧困
層の自然資源への依存度、現地における森林
資源の潜在的生産量を推定し、貧困層が当地
の森林消失にどのように関わっているかを
量的に評価する。 
 
３．研究の方法 
 地域生態系の枠組みで、森林と住民の関係、
特に、森林消失と貧困の関係を明らかにする
という目的を達成するためのデータ獲得方
法はリモートセンシングと現地調査である。 

 リモートセンシングデータは主に地球観
測衛星 LANDSAT 画像を利用して NDVI
（ Normalized Difference Vegetation 
Index,正規化差植生指数）値を算出し評価
した。 
 現地調査は年 2～3 回の日本からの調査団
による調査と現地調査員による調査を併用
し、森林生産力、世帯属性・不法居住者、森
林資源地域内外移動等に関して調査分析し
た。 
 
４．研究成果 
 本研究は一般的には環境問題の社会的解
明を目指すポリティカル・エコロジーの研究
として位置づけられる。研究対象地はテクナ
フ半島南部保全林（テクナフ野生生物保護区）
とその周辺地域とし、その地域生態系の中で
住民と森林の関係を調査研究した。 
 本研究の成果は大きく分けて、（１）森林
消失の現状分析、（２）地域生態系を構成す
る集落とその住民、についてである。 
（１）森林消失の現状分析 
① 森林の活性度 
 LANDSAT の衛星画像を分析し、森林消失
が時間の経過とともにどの程度進展したか
を評価した。 
画像は 30m×30m を 1 セルとし、各セル

に複数のセンサーで測定された値が割り当
てられる。研究対象領域の画像を処理し算出
した NDVI 値に基づき、領域内の森林の状
態を分類した。NDVI は、地表上の緑色植生
の密度の指標であり、植物の葉が近赤外を反
射し、赤を吸収する特性を利用して計算され
る。その値は－1.0～1.0 の範囲にあり、1.0
の場合に最も植生の活性度が高い。 
最初に植生がほとんど見られない NDVI

値 0.4 未満のセルを除外し、残りの乾期の画
像からセルの値の変化を分類すると、成長し
た樹木を含む 3 つのクラスが得られた。しか
し、現地踏査の結果と合わせると、これらの
クラスが示す領域には必ずしも成長した樹
木は含まれておらず、草本や灌木の多い領域
でも NDVI 値が高くなることが示された。し
たがって、元のクラス 3 を、成長した樹木が
どれくらい含まれるかでさらに 3クラスター
とし、新たにクラス 3、4、5 が生成され、合
計 5 つの植生クラスが作成された。高分解能
の衛星画像と現地踏査により、これらのクラ
ス 4、クラス 5 には樹木が存在することを確
認した。 
 1988－1989 年から 2014－2015 年までの
25 年間の 5 つの植生クラスの変化は、クラス
4 とクラス 5 を森林地域とすると、1989 年に
は保全林周辺の 48％が森林であったが、
2015 年にはこれらのクラスは 29％にまで減
少し、38％の森林減少を示した。この結果は、
一般的な他の森林減少の推定値と一致して
いることが明らかとなった（Tani at al. 
2017）。 
② 森林資源供給源の潜在的生産力 



 森林資源供給源の潜在的生産力を把握す
るために毎木調査と成長量の検討を行った。 
 調査は、研究対象地域の森林が収奪の激し
い地域であることから残存する森林域を抽
出することと、立地特性・植生の違いを考慮
し、地球観測衛星 LANDSAT8 の多時期
NDVI による分類を用い、立地については
ALOS のデータにより DEM 画像と傾斜を算
出し計 31 調査区を選定した。この調査区に
おいて毎木調査を行った結果、成長量はアカ
シモニ林は概ね 1.1～4.3ｍ3/ha であり、密度
が 250 本/ha 以下だと概ね 2.5ｍ3/ha 以下、
250 本/ha 以上だと 2.5～5.0ｍ3/ha 程度であ
った。また、広葉樹混交林においては、
Raintree や Garjan などの大径木の含まれる
林分は 10ｍ3/ha を超える値が得られたが、そ
の他の多くは立地、密度に関係なくアカシモ
ニ林と同様に 1.0～3.6ｍ3/ha程度に集中した。
Teak、Agar、Arjun、Gamar、Koroi などを
含む混交林は、5.5～7.9ｍ3/ha を示し、アカ
シモニとの混交林よりも高い生産量を示し
た（朝廣・他、2017）。 
③ システム内外の森林資源消費 
 テクナフ半島の保全林周辺で、日常的に保
全林内から薪を採取している住民の、薪消費
の実態と消費に影響を及ぼす要因について
調査した。 
保全林に隣接し半島の西側に位置する村

落を選定しサンプル世帯において実測した
結果、各世帯では日常の煮炊きのために薪を
消費しており、消費量は 1 人当たり 3.2Kg/
日（1,168Kg/年）であることが明らかとなっ
た。これは、類似の研究と比較して高い値だ
といえる。世帯毎の薪の消費量は、世帯規模
を構成人数により大家族（10 人以上）、中家
族（6～10 人）、小家族（～5 人）と定義する
と、1日当たり大家族が 34Kg、中家族が 21Kg、
小家族が 13Kg であり、世帯規模が大きくな
るほど薪の消費量は増えるが、一人当たりの
消費量は減る傾向が見られた。また、世帯主
の年齢、教育年数、収入等の属性と、薪の消
費量との関係は明確ではなく、世帯規模との
相関が高いことが明らかとなった（Ullah et 
al. 2017）。 
（２）地域生態系を構成する集落とその住民 
① 周辺集落と世帯の社会経済的属性 
 テクナフ郡全域を対象とした世帯位置と
サンプル調査を行い 147 村、57,404 世帯が
存在することを確認した。これらの世帯の
10％にあたる 5,769世帯への聞き取り調査を
実施し、保全林内に不法居住する人々は林外
で居住する人々に比べ、収入や教育年数が少
なく、生計を立てるために果樹等を栽培する
屋敷地を切り開いて暮らすことが明らかと
なった。また、薪の収集・消費に関与する立
場の違いが世帯の社会経済的属性と関係し
ており、その違いは薪の「購入者」「採集者」
「販売者」の 3 グループに分類された。購入
者のグループは採集者や販売者のグループ
と比べて収入が高く、居住年数・教育年数が

長かった。 
またテクナフ半島にあるユニオンと呼ば

れる 6 つの行政村に関して、ユニオン別の比
較でも収入・教育年数・居住年数において差
があることが明らかとなった（Tani et al. 
2017）。 
 半島内の地形と植生から分類される村落
の景観特性と、村落の属性の関係に着目する
と、低地の草地帯には農業で生計をたてる村
が多く見られたが、低地の屋敷林地帯には見
られなかった。高地の森林地帯には労働やサ
ービス業で生計を立てる村が多く、中間地帯
のモザイク植生地帯ではキンマ栽培や漁撈
を主たる生計とする村々が多く見られた
（Mariym et al. 2017）。 
 現金作物であるキンマは、保全林周辺にお
いて栽培に必要な日よけ施設の資材のため
に森林資源を消費している。栽培農家に対す
る調査では、比較的近年にキンマ栽培を始め
た農家は、虫害、病害、気候変動等の影響を
受け、生産性がより不安定であるというリス
クを負い、既に森林資源が枯渇しているため、
市場で日よけ施設用の木材を購入しなけれ
ばならない。このことから、近年のキンマ栽
培が所得創出に必ずしも寄与しないことが
明らかとなった（Sakamoto et al. 2017）。 
② 不法居住世帯の属性 
 テクナフ半島の森林地域のほとんどが保
全林に指定されており、法的には人間活動が
禁止されているにもかかわらず、実際には多
くの居住者がいる。このことが森林消失の大
きな要因となっており、不法居住の実態と住
民属性を明らかにするため、保全林領域内に
居住する住民の世帯調査を行った。 
 保全林内で生活する住民の約半数が不法
居住であり、その多くがベンガル人だが、ミ
ャンマーからのロヒンギャ難民もいた。残り
の住民は合法の居住世帯で、チャクマやベン
ガル人の世帯が含まれた。不法居住世帯は、
合法居住世帯に比べて収入が低く、年間収入
は約 40％減であり、居住年数が短く、近年に
保全林内に入植しキンマや他の作物を栽培
していることがわかった。将来的にはこれら
の活動を制御し、森林を再生することが重要
である（Tani et al. 2017）。 
（３）まとめ 
この研究の目的はバングラデシュ・テクナ

フ半島における貧困と森林減少の関係を明
らかにすることであった。森林地域は保全林
として、法律的には守られているものの、
LANDSAT データの時系列分析で、過去２５
年間にも森林減少は進んだことを裏付ける
ことができた。その森林減少と貧困の関係に
ついては、いくつかの検証を試みた。 
当初の計画では集落を単位として、社会経

済的属性を明らかにし、それらの属性とそれ
ぞれの集落の周辺の森林の状態の関係を分
析することにより、まず、集団属性に現れる
「貧困」と森林減少の関係を明らかにしよう
とした。しかし、調査の結果、木材、薪炭材



の採取は必ずしも周辺の集落からの住民で
行われているわけではないとこが分かった。
したがって、ある集落の「貧しさ」が周辺の
森林の状態に影響しているとは言えないこ
とが分かった。 
次に、この地域の主産業の一つはキンマ栽

培であるが、キンマ栽培には日よけ施設が必
要とされるため、森林資源が大量に使われる。
キンマ栽培は傾斜地でもできるため、水田を
持たない世帯によって行われることが多く、
社会経済階層からいうと最貧層ではないが、
農地を持つ世帯の中では比較的貧しい層が
関係している。 
さらに貧しい層は、所有する農地が無いか、

少ないため、生計を補うために日常的に薪を
森林から採取する傾向がある。また、採取し
た薪を転売して家計を維持する世帯も多い。
このような貧しい層の一部は、住居を建設す
る土地すらも持たない場合があり、その解決
のために森林に不法侵入し、そこに居住地・
農地を設営することがある。この場合、売却
用の薪の採取も併せて行うことがあり、森林
への影響は最も高いといえる。 
以上のように、この地域では、貧困が進む

につれて、森林への負の影響が強くなる傾向
が明らかになった。このことは、貧困層の環
境意識の欠如や無知が原因ではなく、生き延
びるためには他に手段がなく、環境負荷の高
い活動に従事していると解釈できる。 
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